






の開設、匿名データの提供、SPI 機能の提供、jStat Map（統計 GIS）の提供など、これまで考え
られなかったようなスピードで統計情報の提供がなされてきている。 
 一方、2010 年 5 月に、政府全体として「新たな情報通信技術戦略」が定められ、それを具体的


















































れる規則性について―東京 60 キロ圏から 23 区への移動者の移動選好度の分布特性―」と「人口
転換以降の人口移動における規則性に関する一考察―平成 12、22 年国勢調査データによる東京
50キロ圏から都区部への移動分析―」と題する二つの論考で、人口移動分析に GISを用いること
を試みている。また、和歌山大学観光学部の大井達夫氏は、「Moran の I 統計量を使用した地域
観光入込客の空間パターン分析」を行い観光行動の分析に GISを用いることを試みている。 
 いずれも、統計作成、統計利用、統計活用に新たな一歩を踏み出そうとする論考である。ぜひ
ご一読いただき、各地での分析の参考として活かされることを期待したい。 
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